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チーム、メンバ紹介 

チーム名：FUSION 

 

 

メンバー全員が違う会社。 
互いの良いところを 『融合（FUSION)』 したテスト設計手法を
築きたい！ 

メンバー： 
来海 大輔：現場で使える手法を考えました★ 

田中 桂三：テストを極めるぞ～ (^_^)／ 

中嶋 良秀：会社が違っても融合できるテストプロセス作ったぞ～！ 

平岡 岳：目指すは本番障害０件☠ 

村上 仁：コンテストを通じてスキルアップしたい♥ 
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コンセプト 

実業務に適用できるテスト設計を 

構築する。 

コンテストの為だけのテスト設計では、せっかく考えた方法
も実業務へ展開する際に、メンバーが代わると各プロセスの
理解がバラバラで、うまく適用できない可能性が高い。 
そこで、今までテスト設計の経験がない人たちと複数人で手
分けしてテスト設計することを想定して、わかりやすく、使
いやすいテスト設計の構築を目指しました。 



5 

工夫点 
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・テスト設計プロセス構築 
  汎用的に使えるプロセス定義書とPFDを作成 

 

・マインドマップの有効活用 
  マインドマップで発散、一覧表で整理 

 

・マトリクスの巨大化防止 
  目的別にマインドマップ分割、一覧表で整理して、マトリクス化 
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工夫点 
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ユースケース仕様書 
自動販売機ハードウェア構成及び

販売者用機能仕様 

機能 テスト観点 リスク観点 利用者要求 

CPU間通信一覧 テスト水準－因子一覧 テストタイプ一覧 

機能分析一覧 

テストマップ 要求－機能トレーサビリティマトリクス（ＴＭ） 

仕様書 

マインドマップ 

一覧表 

マトリクス 

発散 

整理 

マトリクス化 
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テストアーキテクチャ(テストタイプ) 
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テストタイプ一覧表 

要求-機能トレーサビリティマトリクス 

テストマップ 

テスト対象外 

テストレベル テストタイプ テスト観点 

システムテスト シナリオテスト ユースケース確認 

運用テスト 販売管理機能切り替え確認 

使用限界確認 

長期運用確認 

機能別テスト 単機能テスト 個別機能確認 

ランプ点灯タイミング確認 

演算結果妥当性確認 

設定項目、動作対象組み合
わせ一致確認 

機能間連携テスト 排他処理確認 

状態遷移確認 

異常系テスト 障害許容性確認 

回復性確認 

セキュリティテスト データに対する防犯確認  

非機能要件テスト 操作レスポンス確認 

投入金額別返金方法妥当
性確認 

当選確率確認 

ホワイトボックステ
スト 
→対象外 

ホワイトボックステスト データベース項目確認 

・・・ 

ソフトウェアテスト
対象外 

メカ・電気・企画 ・・・ 
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テストアーキテクチャ(トレーサビリティ) 
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機能ユニット名 

テスト要求
ＩＤ 

要求分
類 

要求
No. 要求内容 マスタCPU 

商品取り出
し口ＣＰＵ 

貨幣管理Ｃ
ＰＵ 

紙幣管理Ｃ
ＰＵ 

硬貨管理Ｃ
ＰＵ 

売上管理ＣＰ
Ｕ 

販売ボタン
ＣＰＵ 

懸賞CPU 
ラック
CPUx30 テストタイプ 要求仕様書 

UC101 購入者 

1 購入者が代金を投入し、商品を購入可能な状態にしたい。 ○ ○ ○ ○ ○   ○     

シナリオテスト 

(ユースケース) 
UC101_テスト概要仕様
書 

2 購入者が商品を選択し、商品を受け取りたい。（懸賞なし） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

3 購入者が商品を選択し、商品を受け取りたい。（懸賞あり） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

4 購入者が代金投入後、残金を受け取りたい。 ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ 

5 次回の購入者が、代金を投入し、商品が購入できる状態にしたい。 ○ ○         ○     

UC102 購入者 

1 購入者は、代金投入前に故障が発生していたら、故障していることを確認したい。 ○   ○ ○ ○   ○     シナリオテスト 

(故障) 
UC102_テスト概要仕様
書 

2 
購入者は、代金投入から商品を受け取るまでに故障が発生したら、損害を受けたくな
い ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ 

UC103 販売者 
1 販売者が商品を補充したい ○           ○   ○ シナリオテスト 

(メンテナンス) 
UC103_テスト概要仕様
書 2 販売者が商品の設定をしたい。 ○           ○   ○ 

UC104 販売者 
1 データベースの保存限界を確認したい ○         ○       運用テスト UC104_テスト概要仕様

書 2 自動販売機が連続して使えることを確認したい ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ 

テストタイプ 

  

単機能テスト 
機能間連携テス

ト  
異常系テスト セキュリティテスト 

 
非機能要件テスト 
 

個
別
機
能
確
認 

ラ
ン
プ
点
灯
タ
イ
ミ
ン
グ
確
認 

演
算
結
果
妥
当
性
確
認 

設
定
項
目
、
動
作
対
象
組
み
合
わ
せ
一

致
確
認 

排
他
処
理
確
認  

状
態
遷
移
確
認 

電
圧
変
動
確
認 

デ
ー
タ
更
新
タ
イ
ミ
ン
グ
確
認 

記
憶
デ
ー
タ
消
失
確
認 

通
信
妨
害
確
認 

故
障
時
動
作
確
認 

デ
ー
タ
に
対
す
る
防
犯
確
認  

操
作
レ
ス
ポ
ン
ス
確
認 

投
入
金
額
別
返
金
方
法
妥
当
性
確
認 

当
選
確
率
確
認 

 
 

機能ＩＤ 機能分類
１ 

機能分類２ 機能No. 機能名 1 2 3 4 5 6 9 10 11 12 
13 

14 15 
16 

17 18 

  
テスト概要仕様書 

Func10
1 

販売ボタ
ン 

販売ボタン 1 販売ランプ   ○ ○   ○ ○   ○     ○ ○ ○ 
 

    
  

Func101_テスト概要仕様書 
（UC101_テスト概要仕様書） 2 準備中ランプ 

3 売切表示ランプ 

4 通信異常検出機能 

5 販売ボタン入力機能 

6 故障表示 

Func10
2 

販売動作管理 1 返金要求機能   ○       ○  ○ 
 

  
  
  

    ○     
  

    
  

Func102_テスト概要仕様書 

2 貨幣受付許可判定機能 

3 販売ボタン許可判定機
能 

4 搬出ラック決定機能 

5 搬送結果確認機能 

Func10
3 ・・・ 

テストマップ 

要求 機能 

機能 

テストタイプ 

要求-機能トレーサビリティマトリクス 

テストタイプ 
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テスト全体プロセス 
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工程一貫性を確保するには、各工程で必要成果物を定義し、各プロセスで
の実施内容を明確化することが必要 

・プロセス定義書 

・プロセスフローダイアグラム(PFD) 

↓ 
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テスト全体プロセス(プロセス定義書概要) 
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工程 プロセス 概要・目的 アウトプット 

テスト要
件定義 

機能抽出 テスト対象物を機能ごとに整理し、機能の関連性やボリュームを俯瞰 機能マインドマッ
プ 

ＣＰＵ間通信内容抽出・
整理 

機能（ＣＰＵ）間で連携が必要な機能の抽出、整理 CPU間DFD 
CPU通信一覧 

機能詳細整理 機能の詳細部分について、テストすべき対象と、その対象が取りうる
値や事象について整理 

テスト水準－因子
表 

テスト観点抽出 単機能、製品としての品質確保のためテストに必要な観点の洗い出し テスト観点マイン
ドマップ 

テスト要
求分析 

製品理解分析 各機能の役割を６Ｗ２Ｈで整理、理解を深めて、テスト観点出し 機能分析一覧表 

リスク観点抽出 金銭的な損失や怪我をするリスクを抽出 リスク観点マイン
ドマップ 

利用者要求抽出 利用者の視点で自動販売機に求める要求事項を抽出 利用者要求マイン
ドマップ 

テストア
ーキテク
チャ設計 
 

要求と機能の関係整理 要求シナリオとそれを実現している機能の関係をトレース 要求-機能トレーサビ
リティマトリクス 

テストタイプ整理 同じ目的を持ったテスト観点をまとめて、テストをパターン化できる
ように整理実施すべき優先順位やフェーズ分け 

テスト観点-テスト
タイプ表 
テストタイプ一覧 

適用テストタイプ決定 機能ごとに適用するテストタイプを決定 テストマップ 

テスト詳細
検討・作成 

テスト概要検討 テストとして実施しなければならない内容の洗い出し テスト概要仕様 

テスト詳細検討 テスト対象が確実に確認できるテストスクリプトの作成 テスト詳細仕様 

テスト実施 テスト実施 実際にテストを実施して、ソフトウェアに問題がないか確認する。 
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テスト全体プロセス（PFD） 
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・ 各工程でのプロセス内容と必要成果物を定義 

テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

テスト仕様を作
成する。 

テストアーキ
テクチャ 
関連 

プロセス 

テスト詳細
設計関連 
プロセス 

中間成果物 

メンバーの知識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

最終成果物 

インプットとなる
成果物 

テスト要件定義 

テストアーキテク
チャ設計 

テスト詳細検討・作成 
テストマップ 

損失、怪我事象 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ一覧 

仕様フィード
バックシート 

要求－機能 
ＴＭ 

テストアーキテクチャを 
設計する。 

ＣＰＵ間通信一覧 

利用者要求 
マインドマップ 

テストを実
施する。 

テスト実施 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイン
ドマップ ＣＰＵ間通信

一覧 

テスト水準－因
子一覧表 

機能分析一
覧表 

テスト水準－
因子一覧表 

機能分析一
覧表 

メンバーの知識 

テスト詳細
仕様書 

テストタイプ
一覧 

仕様書 

テスト観点 
マインドマップ 

仕様書 
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テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

テスト仕様を作

成する。 

テストアー
キテクチャ 
関連 

プロセス 

テスト詳細
設計関連 

プロセス 

中間成果物 

メンバーの知識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

最終成果物 

インプットとなる
成果物 

テスト要件定義 

テストアーキテクチ
ャ設計 

テスト詳細検討・作成 
テストマップ 

損失、怪我事象 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ一覧 

仕様フィード
バックシート 

要求－機能 

ＴＭ 

テストアーキテクチャを 

設計する。 

ＣＰＵ間通信一覧 

利用者要求 
マインドマップ 

テストを実

施する。 

テスト実施 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイン
ドマップ ＣＰＵ間通信

一覧 

テスト水準－因
子一覧表 

機能分析一
覧表 

テスト水準－
因子一覧表 

機能分析一
覧表 

メンバーの知識 

テスト詳細
仕様書 

テストタイプ
一覧 

仕様書 

テスト観点 
マインドマップ 

仕様書 
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テスト要件定義(機能抽出) 
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• テスト対象物を機能ごとに整理する。 
• 機能の関連性やボリュームを俯瞰できるよ

うにする。 
 

■ポイント 
テストしやすいようなトップノードを設定する。 
ここでは、各CPUとした。 

テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

メンバーの知
識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

機能マイ
ンドマップ ＣＰＵ間通

信一覧 

テスト水準－
因子一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テスト要件定義 

機能マインドマップ 

ラック×30 

販売ボタン 

懸賞ルーレット 

商品取り出し口 

貨幣機能 

マスタ機能 
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テスト要件定義(ＣＰＵ間通信内容抽出・整理) 
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• 機能（ＣＰＵ）間で連携必要な機能を抽出
し、CPU間DFDを作成する。 

• 他の機能と比較して漏れが生じていない
か一覧表で整理し確認する。 

 
■ポイント 
仕様書に記載されていない隠された 
仕様を抽出する努力が必要。 
 

テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

メンバーの知
識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

機能マイ
ンドマップ ＣＰＵ間通

信一覧 

テスト水準－
因子一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テスト要件定義 

Ｆｕｎｃ９０２、９０
５． 

販売を停止す
る 

Ｆｕｎｃ５０１． 
商品詰まりを検

出する 

Ｆｕｎｃ３０
１． 

抽選する 

Ｆｕｎｃ４０１－
２． 

温度管理を
する 

Ｖｉｒｔｕａｌ Ｃｉｒｃｕｉｔ通信により、特定のＣＰＵへ情報を伝達でき、テスト
装置からも同様の信号をＣＰＵへ送受信できるものとする。 

マスタＣＰＵは全てのＣＰＵが動作しているかどうかを監視している。 
 
 

Ｆｕｎｃ９０４． 
データベース 

対象外 
・売上金額 
・売上本数 

 

ランプ 
・販売 
・準備中 
・売り切
れ 

販売ボ
タン 
（×３０
ヶ） 

返金ボタ
ン 

金額表示 
釣銭関係表示機 
・釣銭切れ表示ラ

ンプ 
・釣銭払出動作中

ランプ 

商品 
＊ 

音（ファンファー
レ） 
ランプ 
・あたり 
・はずれ 

抽選結
果 

懸賞 
・開始要求 
・解除要求 

受付金額 

商品準備
状況 

搬出ラッ
ク要求 

購入金額 

売上情報 
※詳細不明 

データベ
ース 

・温熱
機 

・冷却
器 

温度 

故障情報 

販売管
理用 
キーボ
ード 

商品搬出
結果 

Ｆｕｎｃ２０３． 
返金をす
る 

Ｆｕｎｃ２０１． 
金額表示をす

る 

お金（紙
幣） 
＊ 
お金（硬
貨） 
＊ 

Ｆｕｎｃ２０２－１． 
お金（紙幣）を受け

付ける 

Ｆｕｎｃ２０２－２． 
お金（硬貨）を受け

付ける 
金庫（硬貨
用）チュー
ブ含む 

金庫（紙幣
用） 

購入者 
＊ 

返金指
示 

Ｆｕｎｃ２０３． 
お金（硬貨）を払

いだす 

Ｆｕｎｃ２０３． 
お金（紙幣）を払

いだす 

Ｆｕｎｃ１０２． 
販売ボタンを受け

付ける 

Ｆｕｎｃ１０３．販売設
定をする 

設定更新 

Ｆｕｎｃ１０２． 
搬送結果を確認

する 

残金額（投入金
額） 

開閉状態 

お金（硬
貨） 
＊ 

お金（硬
貨） 
＊ 

お金（硬
貨） 
＊ 

お金（紙
幣） 
＊ 

お金（紙
幣） 
＊ 

お金（紙
幣） 
＊ 

Ｆｕｎｃ１０１． 
販売状態を表示す

る 

返金
結果 

設定値 
・ボタン－ラック 
・ボタン－商品 
・商品－価格 

・商品－懸賞対象 
販売開始／停止

時刻 

Ｆｕｎｃ２０４． 
釣銭関連表示を

する 

釣銭切
れ情報 

金額 

設定情報 
＊ 

受付金
額 

設定情
報 
＊ 

設定情報 
＊ 

あた
り 
はず
れ 

商品有
無 ラック 

商品 

各ＣＰＵからの
通信状態 

停止要
求 

購入者 
＊ 

販売者 
＊ 

販売開始／停
止時間 

販売者 
＊ 

各ＣＰＵ 
＊ 

開閉検
知機 
＊ 

各ＣＰＵ 
＊ 

商品 
＊ 

販売者 
＊ 

ラックＣＰＵ 
×３０ 

設定温
度 

Ｆｕｎｃ４０１－
３，５ 

商品の搬出
をする 

商品 
＊ つまり

検知 商品取り
出し口 

搬出結果
要求 

商品取り出し口 
ＣＰＵ 

貨幣管理 
ＣＰＵ 

紙幣管理 
ＣＰＵ 

硬貨管理 
ＣＰＵ 

売上管理 
ＣＰＵ 

マスタ 
ＣＰＵ 

販売ボタン 
ＣＰＵ 

懸賞 
ＣＰＵ 

Ｆｕｎｃ９０１． 
初期化す

る 

初期化
要求 

電源ＯＮ 
販売者 
（設置
者） 
＊ 

Ｆｕｎｃ２０２－
３． 

金庫の管理を
する 

Ｆｕｎｃ４０１－１．商
品在庫の管理をす

る 

故障時は、各ＣＰＵから”故障情報”を発信している
前提だが、それぞれのＣＰＵからのアウトプットは割
愛し、マスターＣＰＵ部に一括して表現している。 

あた
り 
はず
れ 

販売完了 
最低購入
金額 

CPU間DFD 

CPU名（送信） 送信情報 

CPU名（受信） 

マスタ 
商品取
り出し
口 

貨幣管
理 
 

紙幣管
理 
 

硬貨管
理 
 

売上管
理 
 

販売ボ
タン 

懸賞 ラックx30 

マスタCPU 販売可能 
販売不可（各CPUからのエラ
ー、開閉、開始～終了時間、
初期化失敗） 
 ・初期化要求 
 ・停止要求 

－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

商品取り出し口
ＣＰＵ 

商品詰まりを検出する 〇 － 〇       〇     

初期化異常なし／異常情報 〇 －               

貨幣管理ＣＰＵ 釣銭払出動作中（返金中）     － 〇 〇   〇     
返金可能額（貨幣種類と枚
数） 

    －       〇     

初期化異常なし／異常情報 〇   －             

・・・ ・・・ 
CPU通信一覧(抜粋) 

整理・抜け漏れ確認 

抜け漏れ反映 
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テスト要件定義(機能詳細整理) 
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テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

メンバーの知
識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

機能マイ
ンドマップ ＣＰＵ間通

信一覧 

テスト水準－
因子一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テスト要件定義 「機能マインドマップ」に記載された各機能の
詳細な情報を「テスト水準－因子表」として抽
出する。 
 
■ポイント 
「機能マインドマップ」作成時に、特殊な例と
してメモを残した内容についても漏れなく反
映する。 

機能ＩＤ 機能分類１ 機能分類２ 機能No. 機能名 因子 水準 備考 

Func101 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

販売ボタン 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

販売ボタン 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

1 販売ランプ 販売ランプ 点灯 消灯 ３秒点灯   

2 準備中ランプ 準備中ランプ 点灯 消灯 ３秒点灯   

3 売切表示ランプ 売切表示ランプ 点灯 消灯 ３秒点灯   

4 通信異常検出機能 異常 有 無     

5 
  
  
  
  
  
  

販売ボタン入力機能 
  
  
  
  
  
  

故障 有 無     

ラック内の商品 有 無     

適温 適温 設定外温度     

残高≧当該商品の価格 合 不合     

投入金額に対して 
釣銭が出せるか 

可 不可     

販売ボタンとラック（多対多） 設定有 設定無     

販売時間 販売可能 販売停止   

6 故障表示 故障 有 無     

・・・     
テスト水準－因子表(抜粋) 

抜け漏れ反映 



19 

テスト要件定義(テスト観点抽出) 

TEAM FUSION   JaSST’14 Tokyo 
 

19 

テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

メンバーの知
識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

機能マイ
ンドマップ ＣＰＵ間通

信一覧 

テスト水準－
因子一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テスト要件定義 

製品として問題ないという状態にする
ため、テストに必要な観点の洗い出し
と注意点を整理する。 
 
■ポイント 
• 観点の偏りを防止するため、ＩＳＯ 
 ２５０１０の品質特性を参考にする。 
 
• 品質特性を足がかりに、テスト観点 
 となるようなキーワードを思いつくま 
 ま出し尽くす。 
• キーワードは汎用的な表現にする。 

テスト観点マインドマップ 

機能適合性 

性能効率性 

互換性 

使用性 

信頼性 

セキュリティ 

保守性 

移植性 
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テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

テスト仕様を作

成する。 

テストアー
キテクチャ 
関連 

プロセス 

テスト詳細
設計関連 

プロセス 

中間成果物 

メンバーの知識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

最終成果物 

インプットとなる
成果物 

テスト要件定義 

テストアーキテクチ
ャ設計 

テスト詳細検討・作成 
テストマップ 

損失、怪我事象 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ一覧 

仕様フィード
バックシート 

要求－機能 

ＴＭ 

テストアーキテクチャを 

設計する。 

ＣＰＵ間通信一覧 

利用者要求 
マインドマップ 

テストを実

施する。 

テスト実施 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイン
ドマップ ＣＰＵ間通信

一覧 

テスト水準－因
子一覧表 

機能分析一
覧表 

テスト水準－
因子一覧表 

機能分析一
覧表 

メンバーの知識 

テスト詳細
仕様書 

テストタイプ
一覧 

仕様書 

テスト観点 
マインドマップ 

仕様書 
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テスト要求分析(製品理解) 
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          テスト要求 ６Ｗ２Ｈ分析 

  
  
  
  

機能Ｉ
Ｄ 

機能分
類１ 機能分類２ 

機能
No. 機能名   When Where Who Why Whom How How Much 

Func
101 

販売ボ
タン 

販売ボタン 1 販売ランプ 現在の投入金額に対して、販売可能かを知
らせたい。 

代金投入前 
代金投入後 

自動販売
機の前 

購入者   購入者 ランプで表
示 

希望する商品が購
入可能か認識でき
る 
・代金投入前 
・代金投入後 
 

2 準備中ランプ 対象商品が適温状態かを知らせたい。 
3 売切表示ランプ 対象商品がラックにない状態を知らせたい。 

4 通信異常検出機能 通信異常により商品が購入できない状態を
知らせたい。 

5 販売ボタン入力機能 購入希望のボタンを１つだけ決定したい。 
6 故障表示 ハードウェア異常により商品が購入できない

状態を知らせたい。 
Func
102 

販売動作管理 1 返金要求機能 購入者に返金したい。 商品購入時 
代金投入時 
返金ボタン押
下時 

自動販売
機の前 

装置 購入者の
目的を達
成するた
め 
 

購入者 排他処理 
各ＣＰＵへ
の要求 
各ＣＰＵの
状態確認 

購入者の目的を達
成できる。 
 

2 貨幣受付許可判定
機能 

貨幣を新規に受付してもよいか知らせたい。 

3 販売ボタン許可判定
機能 

現在の投入金額で購入できる販売ボタンを
知らせたい。 

4 搬出ラック決定機能 押下された販売ボタンに対応したラックに搬
送指示をしたい 

5 搬送結果確認機能 搬送結果を確認し、代金を受領を確定させ
たい。 

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 
機能分析一覧(抜粋) 

• 各機能の役割を６Ｗ２Ｈで整理する。 
• 各機能が満足すべき機能が担うべき目的

を確認する。 
 
■ポイント 
この一覧表をしっかり作っておかないと、以降 
の工程で作業分担した際に齟齬が発生する 
可能性が高くなる。 

損失、怪我事

象 

リスク観点 
マインドマップ 

利用者要求 
マインドマップ 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイ
ンドマップ 

機能分析
一覧表 

メンバーの知
識 

仕様書 
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損失、怪我事

象 

リスク観点 
マインドマップ 

利用者要求 
マインドマップ 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイ
ンドマップ 

機能分析
一覧表 

メンバーの知
識 

仕様書 

テスト要求分析(リスク観点抽出) 
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購入者及び販売者が、金銭的な損失や怪我をする
リスクが発生するのはどのような場合かを抽出して、
潜在的な要求を抽出する。 
 
■ポイント 
「機能分析一覧表」を参考に、各機能の動作が不
十分だった場合に何が起こるかを考慮する。 

リスク観点マインドマップ 

販売者の損失 

販売者の怪我 

購入者の損失 

購入者の怪我 

販売停止 
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損失、怪我事

象 

リスク観点 
マインドマップ 

利用者要求 
マインドマップ 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイ
ンドマップ 

機能分析
一覧表 

メンバーの知
識 

仕様書 

テスト要求分析(利用者要求抽出) 
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利用者の視点で、自動販売機に求める要求事項
を抽出する。 
 
■ポイント 
利用者としては、「購入者」と「販売者」の立場で考
えて、製品に求める要求事項を出し尽くす。 

利用者要求マインドマップ 

販売者の要求 購入者の要求 
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テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

テスト仕様を作

成する。 

テストアー
キテクチャ 
関連 

プロセス 

テスト詳細
設計関連 

プロセス 

中間成果物 

メンバーの知識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

最終成果物 

インプットとなる
成果物 

テスト要件定義 

テストアーキテクチ
ャ設計 

テスト詳細検討・作成 
テストマップ 

損失、怪我事象 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ一覧 

仕様フィード
バックシート 

要求－機能 

ＴＭ 

テストアーキテクチャを 

設計する。 

ＣＰＵ間通信一覧 

利用者要求 
マインドマップ 

テストを実

施する。 

テスト実施 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイン
ドマップ ＣＰＵ間通信

一覧 

テスト水準－因
子一覧表 

機能分析一
覧表 

テスト水準－
因子一覧表 

機能分析一
覧表 

メンバーの知識 

テスト詳細
仕様書 

テストタイプ
一覧 

仕様書 

テスト観点 
マインドマップ 

仕様書 



テストアーキテクチャ設計(テストタイプ整理) 
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• 同じ目的を持ったテスト観点をまとめて、テス
トをパターン化できるように整理する。 

• テストのフェーズ分けをして、テスト全体の優
先順位を決めるための基準を作る。 

 
■ポイント 
• 「リスク観点マインドマップ」より、各テストタイ

プの優先順位付けと追加項目の確認をする。 
 

• テストレベルを「ソフトウェアテスト対象外」、
「ホワイトボックステスト」、「機能別テスト」、
「システムテスト」に分類する。 

テストアーキテ

クチャ設計 
テストマップ 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ
一覧 

要求－機能 

ＴＭ 

テストアーキテク
チャを 

設計する。 

利用者要求 
マインドマップ 

機能分析
一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テストレベル テストタイプ テスト観点 

システムテスト シナリオテスト ユースケース確認 

運用テスト 販売管理機能切り替え確認 

使用限界確認 

長期運用確認 

機能別テスト 単機能テスト 個別機能確認 

ランプ点灯タイミング確認 

演算結果妥当性確認 

設定項目、動作対象組み合
わせ一致確認 

機能間連携テスト 排他処理確認 

状態遷移確認 

異常系テスト 障害許容性確認 

回復性確認 

セキュリティテスト データに対する防犯確認  

非機能要件テスト 操作レスポンス確認 

投入金額別返金方法妥当
性確認 

当選確率確認 

ホワイトボックステスト 
→対象外 

ホワイトボックステスト データベース項目確認 

・・・ 

ソフトウェアテスト対象外 メカ・電気・企画 ・・・ 

テストタイプ一覧表 

テスト実施順 
優先順位：先 

優先順位：後 



テストタイプ 

  

単機能テスト 
機能間連携テス

ト  
異常系テスト セキュリティテスト 

 
非機能要件テスト 
 

個
別
機
能
確
認 

ラ
ン
プ
点
灯
タ
イ
ミ
ン
グ
確
認 

演
算
結
果
妥
当
性
確
認 

設
定
項
目
、
動
作
対
象
組
み
合
わ
せ
一

致
確
認 

排
他
処
理
確
認  

状
態
遷
移
確
認 

電
圧
変
動
確
認 

デ
ー
タ
更
新
タ
イ
ミ
ン
グ
確
認 

記
憶
デ
ー
タ
消
失
確
認 

通
信
妨
害
確
認 

故
障
時
動
作
確
認 

デ
ー
タ
に
対
す
る
防
犯
確
認  

操
作
レ
ス
ポ
ン
ス
確
認 

投
入
金
額
別
返
金
方
法
妥
当
性
確
認 

当
選
確
率
確
認 

 
 

機能ＩＤ 機能分類
１ 

機能分類２ 機能No. 機能名 1 2 3 4 5 6 9 10 11 12 
13 

14 15 
16 

17 18 

  
テスト概要仕様書 

Func10
1 

販売ボタ
ン 

販売ボタン 1 販売ランプ   ○ ○   ○ ○   ○     ○ ○ ○ 
 

    
  

Func101_テスト概要仕様書 
（UC101_テスト概要仕様書） 2 準備中ランプ 

3 売切表示ランプ 

4 通信異常検出機能 

5 販売ボタン入力機能 

6 故障表示 

Func10
2 

販売動作管理 1 返金要求機能   ○       ○  ○ 
 

  
  
  

    ○     
  

    
  

Func102_テスト概要仕様書 

2 貨幣受付許可判定機能 

3 販売ボタン許可判定機
能 

4 搬出ラック決定機能 

5 搬送結果確認機能 

Func10
3 ・・・ 

テストアーキテクチャ設計(適用テストタイプ決定) 
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• 「ホワイトボックス」テストですべき内容を除外する。 
• 「ブラックボックステスト」として、機能ごとに適用する

テストタイプを決定する。 
 
■ポイント 
機能とテストタイプとのマトリクスとなるようにする。 

テストアーキテ

クチャ設計 
テストマップ 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ
一覧 

要求－機能 

ＴＭ 

テストアーキテク
チャを 

設計する。 

利用者要求 
マインドマップ 

機能分析
一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テストマップ 



機能ユニット名 

テスト要求
ＩＤ 

要求分
類 

要求
No. 要求内容 マスタCPU 

商品取り出
し口ＣＰＵ 

貨幣管理Ｃ
ＰＵ 

紙幣管理Ｃ
ＰＵ 

硬貨管理Ｃ
ＰＵ 

売上管理ＣＰ
Ｕ 

販売ボタン
ＣＰＵ 

懸賞CPU 
ラック
CPUx30 テストタイプ 要求仕様書 

UC101 購入者 

1 購入者が代金を投入し、商品を購入可能な状態にしたい。 ○ ○ ○ ○ ○   ○     

シナリオテスト 

(ユースケース) 
UC101_テスト概要仕様
書 

2 購入者が商品を選択し、商品を受け取りたい。（懸賞なし） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

3 購入者が商品を選択し、商品を受け取りたい。（懸賞あり） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

4 購入者が代金投入後、残金を受け取りたい。 ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ 

5 次回の購入者が、代金を投入し、商品が購入できる状態にしたい。 ○ ○         ○     

UC102 購入者 

1 購入者は、代金投入前に故障が発生していたら、故障していることを確認したい。 ○   ○ ○ ○   ○     シナリオテスト 

(故障) 
UC102_テスト概要仕様
書 2 

購入者は、代金投入から商品を受け取るまでに故障が発生したら、損害を受けたくな
い ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ 

UC103 販売者 
1 販売者が商品を補充したい ○           ○   ○ シナリオテスト 

(メンテナンス) 
UC103_テスト概要仕様
書 2 販売者が商品の設定をしたい。 ○           ○   ○ 

UC104 販売者 
1 データベースの保存限界を確認したい ○         ○       運用テスト UC104_テスト概要仕様

書 2 自動販売機が連続して使えることを確認したい ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ 

テストアーキテクチャ設計(要求と機能の関係整理) 
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要求シナリオとそれを実現している機能の関係
をトレースして、漏れがないか確認する。 
 
■ポイント 
システムテストとして、機能間のつながりを確認
できる内容になっているかを考える際のベース
資料となる。 

テストアーキテ

クチャ設計 
テストマップ 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ
一覧 

要求－機能 

ＴＭ 

テストアーキテク
チャを 

設計する。 

利用者要求 
マインドマップ 

機能分析
一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

要求-機能トレーサビリティマトリクス 
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テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

テスト仕様を作

成する。 

テストアー
キテクチャ 
関連 

プロセス 

テスト詳細
設計関連 

プロセス 

中間成果物 

メンバーの知識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

最終成果物 

インプットとなる
成果物 

テスト要件定義 

テストアーキテクチ
ャ設計 

テスト詳細検討・作成 
テストマップ 

損失、怪我事象 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ一覧 

仕様フィード
バックシート 

要求－機能 

ＴＭ 

テストアーキテクチャを 

設計する。 

ＣＰＵ間通信一覧 

利用者要求 
マインドマップ 

テストを実

施する。 

テスト実施 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイン
ドマップ ＣＰＵ間通信

一覧 

テスト水準－因
子一覧表 

機能分析一
覧表 

テスト水準－
因子一覧表 

機能分析一
覧表 

メンバーの知識 

テスト詳細
仕様書 

テストタイプ
一覧 

仕様書 

テスト観点 
マインドマップ 

仕様書 
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機種 
  
  

自動販売機 
  
  

テストタイプ 

実施するテスト方式 

同
値
分
割
法 

境
界
値
分
析
法 

C
F

D

法 

直
交
表
（H

A
Y
S

T

法
） 

A
ll-P

a
ir

法 

状
態
遷
移
テ
ス
ト 

  
起動  

  
  

  

  
  
  
  

*他のCPUからの入力については、Virtual Circuit通信を使用する。 

 

起動 
Func901 

要求 
  
  

Func901.

01 

起動動作の確認を行う 

1．電源を投入し、商品が購入可能な状態になること、マスターCPUが各CPUから情報を取得すること
を確認する。 

  電源投入後、各CPUの初期化が行われ、 

  各ランプが適切な状態で点灯する。 

  電源投入は、初期電源投入時、メンテナンス復帰時、停電復帰時がある。 

2. メンテナンス中に電源投入すると、販売動作を停止する。 

3. 初期化時に異常を検知すると、販売を停止する。 

              

理由 購入者に各商品の販売状況を示し、購入を希望される商品が販売可能であることを知ってもらいたい。               

説明                 

  
  
  
  
  
  

要求 
  
  

Func901.01.01 初期電源投入時の動作(初期化)を確認する。               

理由 上記Func901.01の理由欄に記載               

説明 

電源投入後、全てのランプが適切な状態で点灯し、商品が購入可能な状態になって
いること。 

・電源投入後、全ランプが3秒間点灯し、その後全ランプが消灯する 

・初期化が異常なしで終了していること 

・販売ボタンが点灯している *各ラックについて確認 

 ・商品あり・規定温度→販売ランプ消灯 

 ・準備中→準備中ランプ点灯 

 ・売り切れ→売切表示ランプ点灯 

・金額表示機が点灯している 

・釣銭表示器が適切に作動している 

 ・釣銭あり→点灯しない 

 ・釣銭なし→点灯 

・マスタCPUが各CPUの情報を取得する 

 

イベントに対する状態の変化を確認する必要がるため、状態遷移テストを実施する。 

単機能 

機能間連携 
○         ○ 

要求 
  
  

Func901.01.02 メンテナンスで電源OFF後、電源投入時の動作(初期化)を確認する。               

理由 上記Func901.01の理由欄に記載               

説明 

メンテナンスで電源をOFFした後に電源を再投入し、全てのランプが適切な状態で点
灯し、商品が購入可能な状態になっていること。 

・電源投入後、全ランプが3秒間点灯し、その後全ランプが消灯する 

・初期化が異常なしで終了していること 

・販売ボタンが点灯している *各ラックについて確認 

 ・商品あり・規定温度→販売ランプ消灯 

 ・準備中→準備中ランプ点灯 

 ・売り切れ→売切表示ランプ点灯 

・金額表示機が点灯している 

・釣銭表示器が適切に作動している 

 ・釣銭あり→点灯しない 

 ・釣銭なし→点灯 

・マスタCPUが各CPUの情報を取得する 

 

イベントに対する状態の変化を確認する必要がるため、状態遷移テストを実施する。 

単機能 

機能間連携 
○         ○ 

テスト詳細検討・作成(テスト概要検討) 
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• テストとして実施しなければなら
ない内容を洗い出す。 

• インプットとアウトプットのイメー
ジをチーム内で共有する。 

 
■ポイント 
該当機能のテストに必要な観点と 
それを保証するためのテスト技法 
や種類を考える。 

テスト仕様を
作成する。 

テスト詳細検討・作成 
テストマップ 

仕様フィードバックシ
ート 

要求－機能 
ＴＭ 

ＣＰＵ間通信一覧 

テスト水準－
因子一覧表 

機能分析一覧
表 

テスト詳
細仕様書 

テストタイプ一
覧 

仕様書 テスト概
要仕様書 

テスト概要仕様抜粋 
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No Criteria Description Refer Test case Expectation 

1 

Func901 

起動 
Func901.01.01 

初期電源投入 
【事前条件】 

・Func103の各種設定済 

・任意のラックを商品あり/なしの
状態にする 

・故障はない 

・釣銭ありにする 

  

電源OFF状態で、電源ONする ・全ランプが点灯し、3秒後消灯する 

・初期化が異常なしで終了する 

・販売ボタンが点灯している 

 ・商品のあるラック：準備中ランプ点灯 

 ・商品のないラック：売切れランプ点灯 

・釣銭ランプは点灯しない 

2 

    【事前条件】 

・Func103の各種設定済 

・任意のラックを商品あり/なしの
状態にする 

・故障はない 

・釣銭なしにする 

電源OFF状態で、電源ONする ・全ランプが点灯し、3秒後消灯する 

・初期化が異常なしで終了する 

・販売ボタンが点灯する 

 ・商品のあるラック：準備中ランプ点灯 

 ・商品のないラック：売切れランプ点灯 

・釣銭ランプが点灯する 

テスト詳細検討・作成(テスト詳細検討) 
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テスト対象が確実に確認できるテスト
スクリプトを作成する。 
 
■ポイント 
• 各インプットから「テスト詳細仕様 
 書」を作成する。 
• 具体的なテストケースまで作成する。 
• 必要に応じて、状態遷移表やデ 
 シジョンテーブルを作成する。 

テスト仕様を
作成する。 

テスト詳細検討・作成 
テストマップ 

仕様フィードバックシ
ート 

要求－機能 
ＴＭ 

ＣＰＵ間通信一覧 

テスト水準－
因子一覧表 

機能分析一覧
表 

テスト詳
細仕様書 

テストタイプ一
覧 

仕様書 テスト概
要仕様書 

テスト詳細仕様抜粋 

電源投入 
3秒タイマｕｐ
（異常なし） 

3秒タイマｕ
ｐ（異常あ
り） 

自動販売機
開ける 

自動販売機閉
める 

故障 販売開始時間 販売終了時間 電源ダウン 

電源OFF  →初期化中 × × － － － － － × 

電源ON 

初期化中  － 
正常動作中：
販売可能 

→故障中 
→メンテナ
ンス中 

× →故障中 
正常動作中：
販売可能 

－ →電源OFF 

正常動作中 

販売可能 × × × 
→メンテナ
ンス中 

× →故障中 － 
正常動作中：販売停
止 

→電源OFF 

販売停止 × × × 
→メンテナ
ンス中 

× →故障中 
正常動作中：
販売可能 

－ →電源OFF 

故障中  × × × 
→メンテナ
ンス中 

× － － － →電源OFF 

メンテナン
ス中  

正常 × × × × 
→正常動作中：
販売可能 

－ － － →電源OFF 

故障 × × × × →故障中 － － － →電源OFF 

状態遷移表 
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成果 
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・テスト設計プロセス構築 
  汎用的に使えるプロセス定義書とPFD 

・マインドマップの有効活用 
  マインドマップで発散、一覧表で整理 

・マトリクスの巨大化防止 
  目的別にマインドマップ分割、一覧表で整理して、マトリクス化 

会社が違っても実業務に適用できる 

「テスト設計プロセス」を構築できた！ 

３つの拘り 
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